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1. 調査の⽬的

表︓問4と問6の回答数（複数回答可）

選択肢 問4 問6

話者にマスクを着⽤したまま発声させた 3 3

話者-作業者間にパネル，シート等を設置した 6 4

話者-作業者間に⼗分な距離を確保した 16 15

⼊室⼈数を制限した 21 15

収録前，後，あるいは両⽅に機材等を消毒 16 14

話者をワクチン接種を済ませた⼈のみとした ̶ 2

u ⾳声収録は⾳声研究にとって重要な作業
u COVID-19は⾶沫感染および接触感染により拡⼤するため，⾳声収録への⼤きな影響が予想される
u ⽇本⾳響学会⾳声研究委員会によるアンケート結果を学会員の皆様と共有し，議論したい

2. 調査⽅法
u オンラインフォーム（Google forms）にて実施
u ⾳声研究者メーリングリスト（onsei-mail）にてアナウンス
u 調査期間︓2021年10⽉11⽇〜11⽉3⽇（約3週間）

3. 結果

4. プロトコル/ガイドラインの例
① ⽇本⽣理⼼理学会COVID-19感染予防対策ワーキンググ
ループ「⽣理⼼理学の実験における新型コロナウイルス感染
症の予防対策」⽣理⼼理学と精神⽣理学 (2020)

COVID-19の感染予防を⾏いながら脳波研究を⾏うためのプ
ロトコル (Simmons & Luck, 2020) の翻訳を提供

【問5】ワクチン接種開始(およそ2021年4⽉)以降，⾳声収録を⾏
いましたか?

【問6】問5にて「⾳声収録を⾏った」とご回答された⽅にうかが
います．ワクチン接種開始以降の⾳声収録にて採られた対
応(あるいは今後採る予定の対応)にチェックしてください．

【問7】コロナ禍の⾳声収録ついてご意⾒がありましたら⾃由にご
記⼊ください．

アンケート項⽬
【問1】COVID-19感染拡⼤以前，あなたの研究・開発活動の中で

⾳声を収録することはありましたか?
【問2】2020年1⽉時点で，2020年2⽉以降の⾳声収録を計画して

いましたか?
【問3】COVID-19感染拡⼤以降からワクチン接種開始までの期間

(およそ2020年2⽉から2021年4⽉)，⾳声収録を⾏いまし
たか?

【問4】問3にて「⾳声収録を⾏った」とご回答された⽅にうかが
います．COVID-19感染拡⼤以降からワクチン接種開始ま
での⾳声収録にて採られた対応にチェックしてください．

図︓問1，問2，問3，問5の回答の決定⽊．カッコ内は回答数．

u 問1︓ほとんどの回答者(40名)が⾳声収録を実施
u 問2︓ほとんどの回答者(37名)が2020年2⽉以降の収録を計画
u 問3︓2020年2⽉以降に実際に収録を実施したのは27名
u 問5︓ワクチン接種後も収録を実施した⼈が減少(21名)

46件の回答が得られた

コロナ禍の影響⼤．再開もままならず．

l 消毒と換気に注意している．
l ⾳響分析しない⾳声はマスク着⽤のまま収録した．
l そもそも⼤学等の建物に⼊られなかった．
l 対象が⾼齢なので再開の判断が難しい．
l 感染の恐れがあるため⾳声収録を再開できない．
l どのような状況になれば安⼼して収録をお願いできるのか判断
できない．

l 学会から何らかのガイドラインを出してほしい．
l 実験に関する倫理審査でも感染予防対策について問われるよう
になった．

問7（⾃由記述）に書き込まれたコメント

② ⽇本⾳声製作者連盟「⾳声制作における新型コロナウイル
ス感染症防⽌ガイドライン(第1版)」(2020)

②①


